【府労組連】最終回答

第１の要求について、皆様方との良き労使関係については、これまでの経過を尊重し、今後とも、双方の努力により築いてまいりたいと考えております。

職員の給与、勤務条件に関わる諸問題については、所要の協議を行っていく。
第３の要求について、給与については人事委員会勧告を基本的には尊重すべきものと考えていますが、特例減額については財政収支不足に対応するため、平成26年度の対応としてカットをお願いしているところです。

引き続き給料カットを実施することとなり、職員の皆さんにはご負担をおかけし、大変心苦しく思っている。
行政職給料表２級及び３級の最高号給に多数の職員が滞留していることについては認識しているが、現時点において給与上の措置を講ずることは困難です。なお、様々な観点から職員のモチベーションを確保することは重要であると認識している。
第５の要求について、人事評価制度については、局長回答及び課長回答でも答えた通り、その目的が職員の資質、能力及び執務意欲の向上であることから、引き続きより良い制度となるよう毎年度検証を行い、評価結果の給与反映を行っているところです。
教職員の評価・育成システムについても、平成25年度から教員の人事評価につき、生徒又は保護者による評価を踏まえた授業評価を含めて実施し、評価結果の給与反映を行っているところです。

第10及び第11の要求について、適正な業務管理と職員の健康管理等の観点から時間外勤務の縮減に取組んでいく。また、教職員の業務負担軽減についても引き続き取り組んでいく。

これらの取り組みにあたっては、労働基準法第36条の趣旨も踏まえて行っていく。

第12の要求について、配偶者同行休業制度については、様々な観点から研究を行っていく。

　その他の要求の諸事項については、先般、企画厚生課長及び人事局長から答えたとおりです。

1

2


